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	ｄ　期　日　９月29日（木）
	会　場　富山県総合教育センター382号室
	内　容　・講演「企業が求める人材とは？｣
	日本海ガス株式会社　取締役社長　土屋　誠
	・研究協議「キャリア教育の推進を図る進路指導の在り方」
	小杉高等学校　　　今井　英太郎
	砺波工業高等学校　出口　武司
	(ｲ)中央講習会等への派遣
	文部科学省
	・全国キャリア教育・進路指導担当者等研究協議会　１名
	（福岡高等学校から１名を派遣）
	イ　小・中学の部
	(ｱ)進路指導研修会
	期　日　７月28日（木）
	会　場　富山県総合教育センター
	内　容　・講演
	・研究協議
	(ｲ)中央講習会への派遣
	文部科学省
	・全国キャリア教育・進路指導担当者等研究協議会
	・キャリア教育指導者養成研修
	(2)　生徒指導（令和４年度実績）
	ア　生徒指導主事研修会
	・期日等　東部地区（４月14日早月中学校ふれあいホール）
	西部地区（４月14日ふくおか総合文化センター）
	・受講者　小学校生徒指導主事、中学校生徒指導主事
	イ　学校カウンセリング講座
	(ｱ)心がつながる教育相談コース（２回）
	・期日・会場　９月14日、10月５日
	総合教育センター
	・受講者　小・中・高・特の教諭・養護教諭等　88名
	(ｲ)人間関係を育む学級集団づくりコース（２回）
	・期日・会場　６月14日、８月２日
	総合教育センター
	・受講者　小・中・高・特の教諭・養護教諭等　94名
	(ｳ)子供が見える事例検討コース（２回）
	・期日・会場　７月26日、９月21日
	総合教育センター
	・受講者　小・中・高・特の教諭・養護教諭　61名
	(ｴ)みんなが生きるチーム支援コース（２回）
	・期日・会場　６月21日、８月24日
	総合教育センター
	・受講者　小・中・高・特の教諭・養護教諭　27名
	ウ　高等学校生徒指導主事研修会
	・期日・会場　４月15日　総合教育センター
	・受講者　　　高等学校・特別支援学校生徒指導主事　68名
	エ　高等学校教育研究会生徒指導部会研究発表大会
	オ　地区別高等学校生徒指導協議会（含私立学校）
	・開催回数等　各地区（新川・富山・高岡・砺波）年間２～３回
	・参加者　　高等学校・特別支援学校生徒指導担当教頭及び生徒指導主事
	カ　いじめ問題対策連絡会議
	・日　時　　５月27日
	・参加者　　いじめ問題対策連絡会議　委員22名（教育長、次長　ほか）
	キ　いじめ防止対策推進委員会
	・日　時　　11月８日
	・参加者　　いじめ防止対策推進委員会　委員15名（委員長、副委員長　ほか）
	ク　生徒指導セミナー
	・期日　　６月７日、７月29日、９月15日、11月1日
	・会場　　総合教育センター
	・受講者　小・中・高・特の教諭・養護教諭等　４回のべ161名
	（第１回～第４回の中から希望する内容を選び受講する）
	ケ　指導資料の刊行
	・「高等学校生徒指導参考資料54」（各高校２部）
	・「高校生はいま」（高校１年生の全家庭）
	・「小学生の理解のために」（小学校１年生の全家庭）
	・「中学生の理解のために」（中学校１年生の全家庭）
	コ　地区別合同街頭補導
	・祭礼特別補導
	・その他
	(3)　交通安全指導（令和４年度実績）
	ア　生徒指導主事（交通安全）研修会（小・中学校）
	イ　交通安全に関する学警連絡会議
	・開催回数　　　年４回
	・会議の構成　　県警察本部交通企画課、県教育委員会小中学校課、県民生活課県交通安全協会　計６名
	・協議内容　　　児童生徒の交通事故防止、特に自転車等の事故を防止するため、交通安全指導の充実と交通道徳の育成を図る。
	ウ　交通安全教室
	・開催校　　　　小174校、中69校、義務教育学校３校、高35校（私立含）、特別支援学校11校
	・指導内容　　　交通安全意識の高揚、交通安全マナーの向上、法令の習熟、
	自転車・二輪車の実技指導
	・協力機関　　　所轄警察署等
	３　学校図書館教育
	学校図書館（令和４年度実績）
	図書館教育講習会　　　　　　　８月22日　63名

	●⑭1000～1140第４節教職員★（教職・保体)集約
	(1) 福祉事業

	●⑮1150～1270第５節保健・体育と学校給食(保体)★★★
	(1) 学校保健指導
	(2) 保健管理（令和４年度実績）
	(3) 安全指導（令和４年度実績）
	(1) 学校給食指導（令和４年度実績）
	〈県内研修会　講習会〉
	(2) 学校給食栄養管理(令和４年度実績)
	(3) 学校給食実施状況
	ア　学校給食形態別実施状況（公立）　　　　　　　（令和４年５月１日現在）
	※　総数には休校、分校を除く
	イ　米飯給食実施状況（公立）　　　　　　　　　　（令和４年５月１日現在）
	(4) 学校給食物資の需給状況
	ア　基本物資取扱量
	イ　基本物資価格（１食当り）　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)
	３　学校体育
	(1) 講習会・研修会（令和４年度実績）
	(2) スポーツ活動（令和４年度実績）
	ア　中学校スポーツ大会
	＜大会実績＞
	イ　高等学校スポーツ大会

	●⑯1280～1310第６節学校施設設備★(教企学校施設)
	●⑰1320～1370第７節教育に関する調査研究等★(総教セ0208校正）
	(1) 調査研究事業

	●⑱1379中表紙Ⅲ(教企企画)★
	○⑲1380～1550第１節生涯学習★(生学)
	４　視聴覚教育（富山県映像センター）（令和４年度実績）
	(4) 16ミリ映写機定期点検
	(5) 視聴覚教材の保有状況
	(6) 視聴覚機器の保有状況
	(7) 視聴覚施設・教材・機器の利用状況
	(8) 視聴覚に関する相談状況
	(9) その他の映像利活用状況
	ア 日常的な富山県関係の映像上映機関
	イ「旬の映像」及び「映像でつづる思いでの富山」収集
	(10) 運営・連携
	ア　富山県視聴覚教育協議会
	イ　学校教育
	（11）　令和５年度富山県内視聴覚ライブラリー一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年４月1日現在）

	●⑳1560～1590第２節青少年教育★(生学・県立)集約
	(1) 少年団体育成指導（新型コロナウイルス感染拡大防止のため規模縮小または中止）(令和４年度実績)
	(2) 高校生とやま県議会
	高校生の代表40人が、富山県のよりよい未来を創るための意見交換や議会体験等を通して、政治参加意識や社会参画意識を高める。
	・開会式、第１回委員会活動　令和４年７月26日（火）　富山県議会議事堂
	・第２回委員会活動、意見交換会
	令和４年８月19日（金）  富山県議会議事堂、富山県民会館
	・第３回委員会活動、議会傍聴
	令和４年９月12日（月）  富山県議会議事堂、富山県民会館
	・本　 　会　　 議　　　　　令和４年12月16日（金） 富山県議会議事堂
	(3) 子どもほっとライン
	・組織議会、第１回合同学習会　令和４年７月６日（水）　富山県議会議事堂
	・第２回合同学習会　　　　　　令和４年８月20日（土）　富山県総合体育センター
	・本　 　会　　 議　　　　　　令和４年11月22日（火）　富山県議会議事堂
	(3) 県内の青年学級（教室）等の開設状況

	●㉑1600～1660第３節成人教育★(生学)
	(3) 女性団体
	ウ　相談担当者会議
	年３回　家庭教育カウンセラー３名、電話相談員６名、電子メール相談員１名
	エ　子育て情報バンク「子育てネッ！とやま」
	① ホームページを活用した家庭教育及び子育て情報の提供
	(5) 家庭教育学級開設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年度実績）

	●㉒1670～1860第４節社会教育施設★(生学)
	(2) 基本方針
	生涯学習時代における県民ニーズに広く応えるよう、図書館機能の充実を図る。
	ア　「調査研究のための図書館」　資料や情報の提供、書誌の作成等を行い、生涯学習のための図書へのアクセスの向上に努めるなど、情報化を推進する。
	イ　「図書館のための図書館」　市町村や学校の図書館等を支援するとともに、関係機関と緊密に連携し、市町村等の図書館を通じて県民の利用ニーズに応える。
	ウ　「保存のための図書館」　一般図書、郷土資料・新聞・雑誌等を広く収集・整理・保存するとともに、貴重な資料等を活用したふるさと教育を一層推進する。
	(3) 調査研究のためのサービス
	調査研究のための図書館として、館内閲覧、館外貸出、文献の複写サービスのほか、利用者の日常生活や調査研究における課題について適切な回答が得られる資料を提供するレファレンスサービスや、利用者の便を図るためホームページでの様々な情報提供及び書誌、索引等の作成刊行を行っている。
	ア　利用実績（令和４年度実績）
	(ア)　 利用者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (開館日数282日)
	(イ)　 館外貸出人数
	(ウ)　館外貸出冊数
	※ 館外貸出冊数には相互貸借による貸出16,699冊を含む
	(エ)　複写利用状況－利用文献数（資料形式別）
	(オ)　参考奉仕（レファレンスサービス）
	(2) 運営の指針
	青少年自然の家においては、青少年に学校や家庭では得がたい体験をさせ、それによって、次に掲げるような教育目標の達成に努める。
	ア　自然に直接触れることから、自然探究や野外活動等に関心をもたせ、それらの活動を通じて自然愛護の心を養うとともに、健康の増進を図る。
	イ　集団宿泊生活を通じて、規律を重んじる態度や奉仕の精神を養うとともに、協同と助け合いの連帯意識を育てる。
	ウ　野外活動を通じて、創造性や行動力を高める。
	(3) 呉羽青少年自然の家
	ア　沿革
	昭49. 3.26　　本館工事着工
	昭49. 9　　　 富山県呉羽少年自然の家条例議決
	昭49.11　　　 所旗樹立
	昭49.12.26　　竣工式
	昭50. 1　 　　財団法人富山県教育文化会館へ管理委託
	昭50. 1. 6　　開所式
	昭52. 5.13　　常陸宮御夫妻御視察（第31回全国野鳥保護の集い）
	昭52. 9.11　　三笠宮御夫妻御視察（第31回全国レクリェーション大会）
	昭54. 1　　　 国旗掲揚塔建設
	昭55. 8   　　財団法人富山県文化振興財団へ管理委託替え
	昭58. 5   　　営火場設置
	昭60. 3　　　 開所10周年記念誌発行
	昭63. 3   　　コミュニティ広場整備（文化性導入推進事業）
	平  4. 3    　 野外活動備品収納庫改築
	平  5. 9　　　 屋外シャワー建設
	平　7. 5.13　　開所20周年記念式
	平　9. 2　　　 浴室配管改修工事
	平10. 3　　　 野外炊飯棟建設
	平11. 3    　 浴室タイル改修
	平11. 6       集会室冷暖房工事
	平11.12　　　 野外給水場改築
	平12. 3　 　　玄関スロープ設置、トイレ一部洋式化工事（福祉のまちづくり事業）
	平12. 7       食堂空調工事
	平13. 8       ２階和室空調工事
	平14. 6       １階和室空調工事
	平14.11　　　 １階非常口スロープ工事
	平15. 2       正面玄関自動ドア工事
	平15. 7       ２階洋室空調工事
	平16. 2       南テラススロープ及び階段昇降機設置工事
	平16. 3       南テラス屋根設置工事
	平16. 7       １階洋室空調工事
	平17. 2       階段手摺・トイレオストメイト・点字ブロックの設置（福祉のま ちづくり事業）
	(2) 沿革
	昭33. 9. 1　富山県立山荘営業開始
	（県ＰＴＡ連絡協議会の提唱・資金協力により、立山青少年ハウスとして建設）
	［木造２階建、延床面積990㎡、収容定員274名］
	昭34. 8. 1　管理運営事務が経済部通商観光課から教育委員会社会教育課に移管
	昭37.10. 2　火災により焼失
	昭39. 8.27  国民宿舎富山県立山荘として営業開始
	［ＲＣ３階建、地下１階、延床面積1,417㎡、収容定員270名］
	（建物の基本設計は、山岳建築の権威である吉阪隆正早稲田大学教授が担当）
	昭46. 6. 1　立山黒部アルペンルート全線開通
	平　8. 2.29　富山県立山荘基本構想策定
	平　8.10   　増改築工事基本設計完了（流線型の建築デザインを生かして設計）
	平　9. 3   　　　〃　　実施設計完了
	平　9. 5   　　　〃　　着工
	平10. 7.15　　　〃　　竣工
	平10. 7.30　県高度情報通信ネットワーク立山荘局（静止画像受信装置）設置
	平10. 7.31　増改築工事竣工式典
	平10. 8. 1　営業開始（リニューアルオープン）
	ナチュラリストによる自然解説サービス開始
	平20. 4   　指定管理者制度導入（(株)あるぺん村）
	平21. 9 　　屋根塗装改修工事
	(3) 事業内容の概要
	①　建物の構造及び面積等
	鉄筋コンクリート造　地下１階、地上３階
	延床面積　2,834㎡、収容定員89名
	②　主な施設
	客室33室（和室11、洋室16、和室談話室などの転用６室）、食堂、浴室（一般用、身障者用）、自然学習ルーム、ナチュラリスト解説室、研修室、和室、会議室（兼多目的ホール）
	③　利用料金（令和４年度）
	(2) 概況
	施設の設置状況は、独立館が全体の60パーセントを占め、建設面積が330㎡以上の館は全体の約92パーセントである。
	職員体制については、館長・主事・主事補等が配置されているが常勤職員が少ない。
	多様化する現代社会において、新しい地域のきずなづくりや公民館を中心に地域で取り組むふるさと教育推進の必要性が指摘されている。また、家庭教育や子育て支援に加え、国民や地域住民として必ず対処することが必要となっている課題についての学習内容の充実や、課題解決のための活動支援が求められている。
	(3) 市町村別公民館施設
	（令和４年度）
	（令和４年度）
	(2) 施設の概要
	ア　本　　　　館　　鉄筋コンクリート　３階建　　延床面積　3,007.18㎡
	展示室　　１室　198.8㎡　　収蔵室　５室　1,107.95㎡
	保存処理室２室　 57.59㎡　 ホール　　　　　140.14㎡
	整理室　　２室　186.49㎡　 写場　　１室　　 52.71㎡
	収蔵展示室１室　178.15㎡
	イ　考古体験広場　　「あずま屋」のほか、小川や火おこし用の石組み炉を設置し、まが玉作りや火おこしなど、古代人の生活の知恵を体験できる。
	木造　平屋建　延床面積　41.41㎡
	（広場全体で約400㎡　平成14年３月完成）
	(3) 事業の概要
	ア　埋蔵文化財調査
	・開発事業の実施に先立ち、埋蔵文化財の調査を行い、その保存を図る。
	イ　企画展・特別展の開催
	県内の遺跡から出土した考古資料を中心に、県外で発見された遺物との対比を交えながら、先人の残した文化的遺産を通して郷土の歴史を考える場を提供する。
	企画展「見て、知って！とやまヒストリー2023」　R5.4.14 ～ 9.24
	特別展「黄泉つ国から―富山の古墳時代―」　　R5.10.6 ～ R6.1.25
	その他「令和５年度市町村連携発掘速報展・春の虫干会」R6.2.3 ～ 4.4
	常設展示「小竹貝塚展」　R5.4.14 ～ R6.4.4
	ウ　チャレンジとやまヒストリー2023の開催
	夏休み期間中に、小学生が考古学に親しみ、理解を深めることができるように「ワクワク体験教室」や「こども考古学講座」などの考古体験教室を開催するとともに、気軽に古代の技や知恵を楽しく学べる体験コーナーを設置した。
	昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策のため、１回の参加人数を制限するかわりに開催回数を増やすなどした。
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